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エネルギー効率からみた北海道農業 

１. 目的 

２. エネルギー効率の算定 

３. 日本と北海道における作物生産のエネルギー効率 

４. 作物産地におけるエネルギー効率の変化 

   —北海道十勝平野の畑作生産を中心として— 

５. まとめ 

北海道大学・文学研究科 

仁平尊明 



2 

目 的 

 現在の農業には、化学肥料や農業機械のかたちで大

量の化石燃料エネルギーが投入されている。農業に投

入される化石燃料エネルギーは、特に先進国における

農業のエコロジカルな効率性を低下させていると言わ

れる。 

 本研究は、近年の日本における農業のエネルギー効

率を算定した上で、その効率性が時間的・空間的にい

かに変化するか、全国および北海道という地域スケー

ルで解明することを目的とする。 
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農業のエネルギー効率の特徴 

１：時間的・空間的に変化 

 

２：環境負荷の指標 

 

３：食料生産の指標 
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エネルギー効率の算定 

（投入エネルギー） 

図１ 

作物生産システムと 

エネルギー・フロー 
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図１ 

作物生産システムと 

エネルギー・フロー 

エネルギー効率の算定 

（産出エネルギー） 
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表１ 化石燃料のエネルギー集中度（2000年） 

その他に石炭、石油製品、石炭製品も算定 
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表２ 工業製品のエネルギー集中度（2000年） 

その他に合成樹脂、農薬、その他の工業製品、非食料作物も算定 
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表３ 作物生産の投入・産出エネルギー比 

その他に露地野菜、果樹、施設野菜も算定 
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表４ 投入・産出エネルギー比の変化 

a 投入エネルギー(MJ/10a)、b 産出エネルギー(MJ/10a) 
c 投入・産出エネルギー比 

→このデータから地域的な作物生産の投入・産出エネルギー比 
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図２ エネルギー効率性の定義（2000年の場合） 
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図３ 日本における作物生産のエネルギー効率の変化 
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図４ 日本における作物生産のエネルギー効率の変化（地図） 
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図５ 帯広市におけるエネルギー効率の変化 

参考： 
千葉県旭市の 
グラフ → 
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写真１ 小麦 

2006年7月撮影 
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写真２ 馬鈴薯 

2006年7月撮影 
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写真３ 大豆 

2006年7月撮影 
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写真４ 甜菜 

2006年7月撮影 
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表５ 畑作４品目の経営収支（2004年） 
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図６ 帯広市における事例農家の耕地分布 



20 

図７ 帯広市における主要畑作物の栽培面積の変化 
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まとめ 

（１）日本における農業のエネルギー効率は、栽培作物の

変化に伴って低下を続けてきた。その程度は一様ではなく、

地域的な差異がみられる。日本のなかでも北海道は、エネ

ルギー効率が維持されている地域である。 

（２）北海道のなかでも、農業が盛んな地域には偏りがあ

る。今後は、地域的な違いと地域スケールを考慮した空間

分析が必要である。 

（３）農業のエネルギー効率を高める必要性は、国（政

策）や国民（消費者）レベルで考えるテーマである。基本

的に生産者は経済性を追求して、作物を変える。 
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参考図 北海道における農業生産（今後の空間分析の課題） 
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